
 

 

 

参考資料：改修計画図

桂川平面図（保津工区） 
S=1:6000 

 No.90  

 No.72  
 No.50  

 No.26  
 No.14  

50m 

160m 

400m 

140m 70m 

160m 

460m 

480m 

250m 

400m 

110m 

約7ha

約5ha

約1ha 

約7ha 

約1ha

凡  例 

堤防位置 

霞堤 

管理用通路

市 道 

橋梁 
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G H =

N O . 9 0

8 8 . 1 2

▽ T P + 8 5 . 8 1 8

▽ T P + 9 0 . 7 4 4

1 : 3

築堤築堤

高水敷高

D L = 7 5 . 0 0

H W L ▽ T P + 8 9 . 2 4 4

桂 川本川横断図
S= 1 / 1 , 0 0 0

1 : 3

▽ T P + 9 0 . 7 4 4

G H =

N O . 7 2

8 1 . 3 0

▽ T P + 9 0 . 6 3 9

▽ T P + 8 5 . 1 5 1
1 : 3

1 : 3

築堤

D L = 7 5 . 0 0

築堤

高水敷高 H W L ▽ T P + 8 9 . 1 3 9

▽ T P + 8 5 . 1 5 1

▽ T P + 9 0 . 6 3 9

G H =

N O . 5 0

8 6 . 1 9

▽ T P + 8 4 . 3 3 6
1 : 3

山付き

D L = 7 5 . 0 0

高水敷高

▽T P + 9 0 . 5 5 1
▽ T P + 8 8 . 7 0 0

G H =

N O . 2 6

7 8 . 3 1

▽ T P + 8 3 . 6 9 7
1 : 2

1 : 3

▽ T P + 8 2 . 5 0 0

無堤

D L = 7 5 . 0 0

高水敷高 高水敷高

▽ T P + 9 0 . 4 5 4

西 川 霞

▽ T P + 8 8 . 4 0 0

▽ T P + 8 4 . 9 4 1
1 : 3

D L = 7 5 . 0 0

高水敷高

山付き

▽ T P + 9 0 . 4 0 6

鵜 ノ 川 霞

▽ T P + 8 8 . 2 0 0

G H =

N O . 1 4

8 5 . 3 8

以 前（当面整備前）

現況（当面整備後）

ステップ①(高水敷掘削、堤防嵩上げ)

ステップ②（霞堤の嵩上げ）

かわまちづくり検討対象断面

基本計画

不等流水位

（

旧堤防の形を残す

高水敷の掘削（現況より8 0 c m 切り下げる）

築堤
(現況より約1 . 5 m 嵩上げ)

約60m 

約140m 

約160m 

約60m 約45m 

約130m 約60m 

高低差 約３m 

高低差 約５m 

高低差 約１m 

高低差 約３m 
高低差 約２m 

高低差 約３m 高低差 約３m 

保津川 

保津川 

保津川

保津川

保津川

管理用通路 管理用通路 

堤防 

堤防 堤防（霞堤） 

堤防（霞堤） 

堤防（霞堤） 

堤防 

管理用通路 
管理用通路 

管理用通路 
管理用通路 

管理用通路 管理用通路 

管理用通路 
管理用通路 

管理用通路 

高低差 約４m 

高低差 約４m 

高低差 約７m 

高低差 約６m 

高低差 約３m 
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雑水川

年谷川

西川

鵜ノ川

･･････5年に1回程度

･･･2～5年に1回程度

･･･1～2年に1回程度

 

 

 

 

参考資料：洪水時の水位状況図

･･････概ね5年に1回程度

･･･概ね2～5年に1回程度

･･･概ね1～2年に1回程度
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■水際・植生界の変遷

 

  

 

 

 

  

 

 

参考資料：河道の変化

 

（昭和60年12月撮影） 

 

 

H18 

 

H7 

 

S60 

■航空写真 

（平成7年11月撮影） 

（平成18年1月撮影） 

植生の拡大

ワンドの消滅

河道の拡大

ワンドの形成 

砂洲の消滅 

下内膳の流出

河道がＳ字に
湾曲 

植生の拡大 
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